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 NPO 法が制定されてから昨年 12 月で 15 年が過ぎ、現在県内の NPO 法人は 270 を超えてい

ます。しかし、その一方で解散していく団体も増えてきており、36の団体が解散しています。解散

する理由は様々ですが、組織運営、後継者問題などにより、やむを得ず解散となっている団体も少な

くありません。そこで、県内NPOの方々が集まる機会を作り、悩みを共有し、ともに解決していく

ことで、組織のさらなる発展と活動の促進を目指します！ 

１．話題提供 

これだけは知っておきたい！NPO 法人の歴史とこれから 
２．交流会「NPO法人のホンネＱ＆Ａ」 

① 聞きたいこと「ベスト３」の回答とは！？ 
② 意見交換（ワールドカフェ） 

 

■９月６日（土） 

■交流会 13:30～16:30 

 懇親会 17:00～18:30 

■松江テルサ4階大会議室 

 （松江市朝日町478-1８） 

交流会：無料  懇親会：3,000円 

（公財）ふるさと島根定住財団 

地域活動支援課（担当：原田） 

TEL：0852-28-0690 

 

 そんなことまで 

聞いてもいいの！？ 

なんでも聞いてね！ 

良いところをどんどん

盗んでいきましょう！ 

 懇親会もあるよ♪ 

島根県内NPO法人、行政職員、有識者等 



※アイコンの説明 

日にち  時間  場所  定員  費用  主催  期日  助成金額  対象  問合せ先 

雲南会場 ６/２７（金）   
雲南市勤労青少年ホーム ２階集会室 
（雲南市木次町木次 1012-1） 

浜田会場 ６/２８（土）  
島根県浜田合同庁舎 ５階中会議室 
（浜田市片庭町 254）   

益田会場 ６/２９（日）  
島根県益田合同庁舎 ５階大会議室 
（益田市昭和町 13-1） 

※いずれも９：３０～１６：００（受付９：００～） 
【参加費】 無料 【定員】２０人程度（先着順） 
【対象】 体験プログラムを企画・運営したい人 

体験事業の立案・実施に関心のある人等 
【主催】 しまね田舎ツーリズム推進協議会 

（島根県・ふるさと島根定住財団） 
【協力】 イワミノチカラ 

  

 

 

２０１４年度 社会福祉事業 

自動車購入費助成 

～７／１５（火） 

障がい者の福祉活動を行う団体を対象とした助成です。 

※加齢に伴う障がい者（高齢者）の福祉活動団体は除きます。 

特定非営利活動法人、社会福祉法人 

自動車購入費 １件１００万円まで 

（公財）損保ジャパン記念財団  Tel：０３-３３４９-９５７０ 

http://www.sj-foundation.org/jyosei/jidousya.html 

  
 
 
フィンランド国際交流員の 
「フィンランドのムーミンママの
料理講座」 

６／２９（日） 13：00～15：30 

 

緑の里山自然塾 第３回 

「七夕に季節の植物で草木染め！」 

７／６（日） 10：00～15：00 

 

森林（もり）のファンづくり 

「野鳥（ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ）の森づくり」 

７／１３（日） 9：30～15：00 

 

 

 

 

平成２６年度 

あしたのまち・くらしづくり活動賞 

レポート募集 

    ～７／１４（月） 

 

本場フィンランドの国際交流員がムーミンのお話に出てくる料理を紹介。 

この機会にフィンランドの食文化やムーミンのことに触れてみませんか！ 

出雲市多伎町見晴らしの丘公園 キララコテージセンターハウス（出雲市多伎町久村182-1） 

会員：３００円 一般：５００円（前日までに要申込） 

 NPO 法人出雲フィンランド協会  Tel：０８５３-８６-２９２８ 

http://izumo-fin.jp/publics/index 

草木染めの基本から学び、季節の植物を３種類の媒染で草木染め。 

一番のお気に入りでハンカチを染めます。 

 島根県立ふるさと森林公園 森林学習展示館（松江市宍道町佐々布 3352） 

２０人（要申込） ５００円（昼食持参） 

NPO 法人もりふれ倶楽部 担当：野田・宮崎 Tel：０８５２-６６-３５８６

 http://www.morifure.jp/377.html 

午前は遊歩道の森林整備。昼食は持参したおにぎりと、刈り取った枯れ木を燃

料にして作った具だくさんの汁。午後からは樹木観察と木の小物かけづくりをし

ます。 

風の国 風の工房（江津市桜江町長谷 2696）  無料           

江津市農林水産課（担当：田中） Tel：０８５５-５２-７４９３ 

樹冠ネットワーク https://ja-jp.facebook.com/go2jukan 

 

地域が直面するさまざなま課題を自らの手で解決し、住みよい地域社会の創造

をめざし、独自の発想により全国各地で活動に取り組んでいる地域活動団体・企

業等の活動の経験や知恵などのストーリ―をレポートとしてお寄せください。 

地域住民が自主的に結成し運営している地域活動団体、または地域活動団体と

積極的に連携して、地域づくりに取り組む企業、商店街、学校等。 

くらしづくり・ひとづくり活動に２年以上取り組み、大きな成果をあげて活動し

ている団体。 

（公財）あしたの日本を創る協会 Tel：０３-５７７２-７２０１ 

http://www.ashita.or.jp/prize/index.htm 

 

平成２６年度 しまね田舎ツーリズム特別研修会 

【講師】 坂田 守史氏 
神戸芸術工科大学大学院修了 
㈱デザインスタジオビネン/ 
デザイン文化科学研究所 
ディレクター 

企業の商品企画やデザイン、コン

セプトメイキングなどデザインコン

サルティングなどを行うほか、複

数のまちづくり団体に所属してい

る。 

申し込み・問い合わせ 

(公財)ふるさと島根定住財団 

松江事務局（梶谷） ℡：0852-28-0690 

石見事務所（河野） ℡：0855-25-1600 

地域資源を活かした田舎体験プログラムを作ろう！
具体的なノウハウをワークショップを交えながら学びます 

申込締切 
６／２５ 



  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコーナーは、数字をもとに島根県の 
NPOについて知っていただくコーナーです。

９６ 

１０ 

７ 

１６ 
５８ 

１８ 

３ 

３ ２ 

１ 

６ 

２５ 

１４ 

３ 

３ 

３ 

３ 

０ 

１ 

NPO法人数：２７２法人 

※平成２６年５月現在 

 

 みなさんは住んでいる地域に NPO 法人がいくつあるか

ご存知ですか？法人数も増えつつあり、現在団体数は２７０

を超えています。これだけのNPOの方々が地域の課題解決

に向け日々活動されています。 

 法人数が増えてきたこともあり近年、NPO法人同士の連

携の必要性があるとの声も出てきました。島根県の３５％の

法人を有する松江市では、平成２３年１１月にNPO間の連

携・協力を図るための団体が設立されています。 

 限られた人材や財源で地域課題に取り組む NPO 法人の

多くは、資金や人材、日々の事務処理において悩みを抱えて

います。活動する分野は違っても連携し、情報を共有し合い、

お互いに成長していくことが必要となってきています。他団

体の活動にも興味を持ち、関わりを持つことはそれぞれの団

体にとって有益なものになるでしょう。 

平成２５年度NPO法人白書掲載中 

県内NPOのすがたが見えます。ぜひご覧ください。 

ポータルサイト「だんだん」 ⇒ http://shimane.canpan.info/ 

こちらでは、安来の方に島田姓が

多いと聞いておりますが、出身は

大阪です。セミナーや助成金に関

する業務を担当しておりますの

で、お会いする機会がございまし

たらお気軽にお声かけください。地域活動支援課 
スタッフ 

島田
し ま だ

 宝
たか

明
あき

 

 

【申込・問い合わせ】 
(公財)ふるさと島根定住財団 
地域活動支援課 ℡：0852-28-0690

対象者

助成率

対象期間

助成限度額

審査方法

申請のポイント！ 

★地域の課題解決や地域活性化に繋がる事業か 
★事業計画がしっかりしていて、実現の可能性が高いか
★事業を遂行するための組織運営能力、知識、経験、 
ネットワークがある団体か 
★分かりやすく、熱意・説得力のあるプレゼンか 

申請ご希望の方は、事前にご相談ください！ 

出雲市大社町鷺浦を会場に５月１７日（土）、「しまね田舎ツーリ
ズム第２回県内研修会 〝深呼吸できる場所 うさぎ時間を感じ
る！研修会〟を開催しました。 
これは、鵜鷺地区で「田舎ツーリズム」を実践する団体「鵜鷺げ
んきな会」が、農林水産省が主催する「オーライ！ニッポン大賞」
審査委員会長賞を受賞したことを記念し開催したもので、県内か
ら５６人の参加がありました。 
研修内容は、U・I ターン者を積極的に受け入れ、外部の視点を
交えて事業を展開する鵜鷺地区の取組みや、Iターン者３人の活
動報告、意見交換の他、現場探訪、豆腐づくり体験、地元料理を
囲んだ交流会、カジカガエル鑑賞会等、盛り沢山なプログラム。
当日は、あいにく波が高く、クルージングとウミホタル体験は中
止になりましたが、その時間を空き家を活用したカフェやギャラリ
ーの見学等に活用し、鵜鷺地区における生活文化や交流の魅力
の一端を体感することができました。参加者からは、「当事者の具
体的な成功事例を直接聞くことで刺激になり、元気づけられた」
という感想等があがっていました。 

NPO や地域づくり団体の地域の課題解決や活性
化に向け、団体自らが実施する継続的な活動を
応援するため、団体の立ち上がり期の活動及び
新規の活動に対する助成です。 

申込締切

NPO 法人、県内の民間団体やグループ
（構成員が５名以上の団体）など 

対象経費の２／３以内

単年又は２年で執行

４０万円以上２００万円以下 

公開プレゼンテーション審査

・公益重視型 ・経済振興型 

７／１５（火） 
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『島根で頑張る人』は県内で活動する人にスポットを当て、考え

方や経験から団体活動に迫るコーナーです。 

スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 

団体の今までの主な活動 

2009 年 4 月、江津市内の障

がいのある子どもの保護者、

支援者を中心に「江津市の子

どもの社会参加を考える会」

を設立。子どもたちの仕事体

験『ぷれジョブ（仕事体験活

動）』を行う。サポーター企業

は江津市内で 20 社を上回る。

障がいのある子どもが 

地域をつなぐ 

〒697-0034 

浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階 

石見産業支援センター「いわみぷらっと」内 

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630 

E-mail： iwami@teiju.or.jp 

石見 
事務所

 

 

 

 

 

〒690-0003  

松江市朝日町478-18 松江テルサ３階 

TEL (0852)28-0690  FAX (0852) 28-0692 

E-mail： shimane@teiju.or.jp 

 

松江 
事務局 

江津市の子ども社会参加を考える会 

会長 仁木 一枝 さん

【Ｈ２６．５．３１】 

■県内ＮＰＯ法人数 ２７２ 

（内 認定 NPＯ法人数 ４、仮認定 NPO 法人数 ２) 

■新設ＮＰＯ法人数  １ （H２６.５月分）  
■しまね社会貢献基金登録団体数 ５３ 

■だんだん認証レベル取得団体数 ３６ （内 レベル２ ２５) 

 （しまね県民活動支援センター） 

先月、出雲市大社町鷺浦で開催した「しまね田舎ツー
リズム」の研修会で鷺浦の町を巡りました。祖母の故郷
である鷺浦は幼少期以来でしたが、記憶に残っていた鷺
隧道や小高い山にあるお墓など変わらない風景に懐か
しさを感じました。路地の隙間から見える灯台や石州瓦
の町並みなど、映画の舞台にもなりそうな雰囲気ある漁
村でした。また、初めて聴いたカジカガエルの鳴き声に
も感動し、またゆっくりと訪れたい場所です。鷺浦は町
並みや自然、それに地域の皆さんが歓迎してくださる大
勢の工夫こそがＵ・Ｉターン者の受け入れが盛んである
要因の一つだ実感しました。まずは、また訪れたいと思
えるまちづくりが重要だと感じた研修会でした。 （Ｔ）

           

特別支援が必要な子どもたちが仕
事体験活動をする「ぷれジョブ」。自
らも障がいのある子どもを抱える仁
木さんは初めてこの取り組みを知っ
たとき、衝撃を受けたという。 
それまで参加してきた保護者会は

福祉や特別支援の専門家、保護者、
子どもたちが中心であったのに対
し、ぷれジョブでは企業や地域の
人々も加わって行われる。週に 1 時
間、地域のボランティア（ジョブサ
ポーター）と一緒に地域の企業へ体
験に行くというのだ。 
ぷれジョブを知るまでは、親とし

て、子どもの落ち着かない姿を他人
に見せることに抵抗があった。しか
し、今では地域の人に障がいのある
子どもへの理解を深め、子どもたち
には仕事体験を通じて本物の職場で
社会生活に必要な力を身に着けてほ
しい、と思えるようになった。 
倉敷からはじまったぷれジョブを

島根にも、という思いから同じ境遇
の保護者 5 人と活動をスタート。学
校への協力依頼、地域でのボランテ
ィア募集を地道にお願いしてまわっ
た。最初はボランティア 1 人にサポ
ーター企業 1 社だったが、徐々に理
解が広がっていく。ボランティアに
なった人自らが地域の人や企業に声
掛けを始めてくれたのだ。 

広島県出身。結婚を機に島根県

江津市へ。「江津市の子どもの社

会参加を考える会」会長。子ども

の余暇活動「はらぺこファーム

（農業体験）」の事務局も担う。 

ＣＡＮＰＡＮへの情報アップを！ 

総会も終わり一安心という団体の皆さまも多いことと思います。所轄庁

への書類提出に併せ、ＣＡＮＰＡＮの団体情報の更新も行いましょう。 

お知らせ

これまで「手伝ってほしい」と言え
なかったのが嘘のような出来事だ
った。 
「あれこれ考えるより、まずはや

ってみよう！」と、最初の一歩を踏
み出してから 5年。今では子どもか
ら体験を希望するようになった。一
方でサポーター企業の新たな開拓
と、子どもの送迎が必要なボランテ
ィアに掛かる負担も心配される。 
子どもたちの成長を共有し、一方

通行のやり取りにしないため月例
会を開催している。そこでは子ども
とボランティアが仕事体験の様子
を報告し、活動に関わる全ての人の
意見交換の場として活用している。
今では子育てに悩む親の相談の場
にもなった。 
企業の人から「助かったよ、あり

がとう」と言われ満足そうな子ども
たちの笑顔。ボランティアの「子ど
もたちの成長の一助となり、やりが
いと元気をもらっている」という声
に応えるため、これからも活動を続
けていく。障がいのある子どもたち
が地域社会で幸せに暮らすことを
願いながら。        （K）
 
※「ぷれジョブ」…特別な支援が必要な
子どもたちが 1週間に 1度 1 時間、地域
のボランティア（ジョブサポーター）と
一緒に地域の企業へ 6 か月単位で仕事
体験に行く活動。 
  

【添付可能書類】活動計算書／収支計算書、貸借対照表 

財産目録、事業報告書、予算書類、事業計画書類 
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